『出雲国風土記』の出雲と越 -「天下」の創出- by 伊藤 剣
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は
じ
め
に
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
天
平
五
年
（
七
三
三
年
）
二
月
に
出
雲
国
で
編
ま
れ
た
地
誌
で
あ
る
。
風
土
記
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
年
）
五
月
に
出
さ
れ
た
官
命
を
受
け
、
各
国
で
編
纂
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
和
銅
の
官
命
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
、
着w
好
字z
其
郡
内
所p
生
、
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
、
具
録w
式
目a
及
土
地
沃
、
山
川
原
野
名
号
所
由
、
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載w
于
史
籍q
言
上１
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
、
産
物
な
ど
と
と
も
に
地
名
の
由
来
を
説
く
神
話
が
数
多
く
記
さ
れ
る
。
　
和
銅
の
官
命
が
出
さ
れ
て
か
ら
風
土
記
が
完
成
す
る
ま
で
に
要
し
た
期
間
は
国
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
常
陸
国
風
土
記
』
冒
頭
に
国
司
の
解
文
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
編
纂
の
責
任
は
国
司
に
存
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
九
州
諸
国
は
大
宰
府
の
関
与
も
説
か
れ
る
）。
と
こ
ろ
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
奥
書
に
は
、
編
纂
に
あ
た
っ
た
最
高
責
任
者
が
出
雲
国
造
出
雲
臣
広
嶋
だ
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
国
司
の
名
は
な
い
。
出
雲
臣
は
出
雲
国
内
の
最
有
力
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
長
で
あ
る
国
造
は
朝
廷
へ
赴
き
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
を
奏
上
す
る
特
別
な
儀
式
を
行
っ
て
い
た
。
当
風
土
記
が
成
立
し
た
天
平
五
年
に
あ
っ
て
も
、
同
氏
は
出
雲
国
全
九
郡
の
内
、
五
郡
に
わ
た
り
郡
司
を
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
国
府
の
置
か
れ
た
意
宇
郡
で
は
、
大
領
・
少
領
・
擬
主
政
・
主
帳
を
出
雲
臣
が
占
め
て
お
り
、
異
例
で
あ
る
。
な
お
、
意
宇
郡
の
大
領
は
国
造
広
嶋
が
兼
帯
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
出
雲
臣
広
嶋
の
価
値
観
が
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
内
容
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
こ
の
点
は
既
に
諸
先
学
の
指
摘
を
見
る
と
こ
ろ
で
あ
り２
、
稿
者
も
そ
の
驥
尾
に
付
し
論
じ
た
こ
と
が
あ
る３
。
小
稿
も
ま
た
同
様
の
理
解
の
下
に
論
を
進
め
て
い
く
が
、
こ
の
度
着
目
し
た
い
の
は
、
当
風
土
記
で
越
に
言
及
す
る
地
名
起
源
神
話
で
あ
る
。
出
雲
国
内
の
来
歴
を
語
る
に
あ
た
り
、
出
雲
か
ら
遠
く
離
れ
た
越
と
い
う
外
部
の
存
在
が
求
め
ら
れ
た
の
は
何
故
な
の
か
│
│
小
稿
で
は
、
越
に
触
れ
る
こ
と
で
成
り
立
つ
『
出
雲
国
風
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
出
雲
と
越
│
│ 「
天
下
」
の
創
出 
│
│
伊　
藤　
　
　
剣
〔　　〕2
土
記
』
の
世
界
観
の
問
題
を
、
当
風
土
記
に
頻
出
す
る
「
天
下
」（
所p
造w
天
下q
大
神
）
と
関
わ
ら
せ
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
一　
嶋
根
郡
美
保
郷
に
お
け
る
出
雲
と
越
㈠
　
　
│
│
意
支
都
久
辰
為
命
・
俾
都
久
辰
為
命
・
　
　
　
　
奴
奈
宜
波
比
売
命
│
│
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
い
て
、
越
は
①
意
宇
郡
の
郡
名
起
源
（
郡
総
記
）、
②
意
宇
郡
母
理
郷
、
③
同
郡
拝
志
郷
、
④
嶋
根
郡
美
保
郷
、
⑤
神
門
郡
古
志
郷
、
⑥
同
郡
狭
結
駅
で
触
れ
ら
れ
る
。
①
④
は
高
志
、
②
③
は
越
、
⑤
⑥
は
古
志
と
記
さ
れ
る
が
、
小
稿
で
は
風
土
記
本
文
の
引
用
を
除
き
、
表
記
を
越
で
統
一
す
る
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
初
め
て
越
の
地
が
言
及
さ
れ
る
の
は
意
宇
郡
な
の
だ
が
、
行
論
の
都
合
上
、
こ
の
郡
は
後
で
集
中
的
に
論
じ
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
は
④
嶋
根
郡
美
保
郷
を
見
て
み
た
い
。
④
美
保
郷
。
郡
家
正
東
廿
七
里
一
百
六
十
四
歩
。
所p
造w
天
下q
大
神
命
、
娶w
高
志
国
坐
神
、
意
支
都
久
辰
為
命
子
、
俾
都
久
辰
為
命
子
、
奴
奈
宜
波
比
売
命q
而
、
令p
産
神
、
御
穂
々
美
命
、
是
神
坐
矣
。
故
云w
美
保z
　
引
用
記
事
に
よ
れ
ば
、
美
保
の
地
名
の
由
緒
は
御
穂
々
美
命
な
る
神
名
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
は
、
所p
造w
天
下q
大
神
命
す
な
わ
ち
大
穴
持
命
を
父
に
、
奴
奈
宜
波
比
売
命
を
母
に
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
美
保
郷
条
で
は
地
名
の
由
来
を
決
定
付
け
る
神
の
父
母
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
当
風
土
記
に
あ
っ
て
、
両
親
が
同
時
に
言
及
さ
れ
る
地
名
起
源
譚
は
珍
し
い
。
以
下
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う４
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
親
子
の
間
柄
に
つ
い
て
系
譜
的
な
形
で
説
明
す
る
際
に
、「
Ａ
（
之
）
御
子
、
Ｂ
」
の
形
を
と
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
Ａ
に
該
当
す
る
神
は
、
佐
乎
命
・
伊
佐
奈
枳
命
・
神
魂
命
・
意
美
豆
努
命
・
阿
遅
枳
高
日
子
命
・
大
穴
持
命
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
六
神
に
関
わ
る
任
意
の
例
を
掲
げ
て
お
く
。
○
大
草
郷
。
郡
家
南
西
二
里
一
百
廿
歩
。
佐
乎
命
御
子
、
青
幡
佐
久
佐
丁
壮
命
坐
。
故
云w
大
草z
（
意
宇
郡
）
○
千
酌
駅
家
。
郡
家
東
北
一
十
七
里
一
百
八
十
歩
。
伊
佐
奈
枳
命
御
子
、
都
久
豆
美
命
、
此
処
坐
。
然
者
則
可p
謂w
都
久
豆
美q
而
、
今
人
猶
千
酌
号
耳
。（
嶋
根
郡
）
○
漆
治
郷
。
郡
家
正
東
五
里
二
百
七
十
歩
。
神
魂
命
御
子
、
天
津
枳
比
佐
可
美
高
日
子
命
御
名
、
又
云w
薦
枕
志
都
治
値q
之
。
此
神
、
郷
中
坐
。
故
云w
志
丑
治z
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
漆
治z
〕（
出
雲
郡
）
○
伊
努
郷
。
郡
家
正
北
八
里
七
十
二
歩
。
国
引
坐
意
美
豆
努
命
御
子
、
赤
衾
伊
努
意
保
美
比
古
佐
倭
気
能
命
之
社
、
即
坐w
郷
中z
故
云w
伊
農z
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
伊
努z
〕（
出
雲
郡
）
○
塩
冶
郷
。
郡
家
東
北
六
里
。
阿
遅
枳
高
日
子
命
御
子
、
塩
冶
古
能
命
、
坐
之
。
故
云w
止
屋z
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
塩
冶z
〕（
神
門
郡
）
○
多
伎
郷
。
郡
家
南
西
廿
里
。
所p
造w
天
下q
大
神
之
御
子
、
阿
陀
加
夜
努
志
多
伎
吉
比
売
命
、
坐
之
。
故
云w
多
吉z
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
多
伎z
〕（
神
門
郡
）
　
右
の
諸
例
の
内
、
伊
佐
奈
枳
命
を
除
く
神
は
、
当
風
土
記
の
中
で
具
体
的
な
活
動
の
様
子
も
記
さ
れ
て
お
り
、
出
雲
国
に
所
縁
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
当
国
に
関
係
す
る
神
を
親
に
持
つ
子
は
、
地
の
文
で
「
御
子
」
と
記
さ
れ
る
。
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残
る
伊
佐
奈
枳
命
は
、
系
譜
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
神
は
、
本
来
は
淡
路
島
と
そ
の
周
辺
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
だ
と
さ
れ
て
お
り５
、
出
雲
国
に
所
縁
の
あ
っ
た
神
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
伊
佐
奈
枳
命
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
で
は
国
土
を
生
み
、
天
照
大
神
の
父
神
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
別
な
立
場
の
神
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
権
威
的
な
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
る
神
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
佐
奈
枳
命
の
場
合
も
「
御
子
」
と
記
さ
れ
た
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
雲
国
造
の
重
視
す
る
熊
野
大
神
が
「
伊
弉
奈
枳
乃
麻
奈
子
坐
熊
野
加
武
呂
乃
命
」（
意
宇
郡
出
雲
神
戸
）
と
記
さ
れ
る
の
も
了
解
さ
れ
る６
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
例
と
比
較
を
す
る
と
、
美
保
郷
条
は
、
大
穴
持
命
ば
か
り
で
な
く
奴
奈
宜
波
比
売
命
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、
極
め
て
珍
し
い
部
類
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
類
型
か
ら
逸
脱
し
た
箇
所
に
着
目
し
て
み
る
の
は
有
益
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
改
め
て
美
保
郷
条
を
見
る
と
、「
高
志
国
坐
神
、
意
支
都
久
辰
為
命
子
、
俾
都
久
辰
為
命
子
、
奴
奈
宜
波
比
売
命
」
と
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
意
支
都
久
辰
為
命
・
俾
都
久
辰
為
命
・
奴
奈
宜
波
比
売
命
が
「
子
」
と
だ
け
記
し
て
繋
が
れ
る
点
だ
。
こ
の
「
子
」
を
め
ぐ
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
年
）
五
月
に
成
っ
た
『
出
雲
風
土
記
抄７
』
は
「
ミ
コ
」
と
訓
を
ふ
り
、
現
代
の
注
釈
書
の
中
に
も
こ
の
訓
を
踏
襲
す
る
も
の
が
あ
る８
。
確
か
に
こ
の
系
譜
中
に
は
「
高
志
国
坐
」
と
あ
り
、
意
支
都
久
辰
為
命
以
下
奴
奈
宜
波
比
売
命
ま
で
に
も
一
定
の
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、「
ミ
コ
」
と
訓
む
『
出
雲
風
土
記
抄
』
が
伝
え
る
風
土
記
本
文
も
含
め
、
諸
写
本
は
「
子
」
で
一
致
し
て
お
り
、
校
異
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
子
」
の
訓
読
に
あ
た
り
、「
ミ
コ
」
と
「
ミ
」
を
補
読
す
る
必
要
は
な
い
。
　
美
保
郷
条
に
よ
れ
ば
、
出
雲
の
神
と
越
の
神
と
の
間
に
は
厳
然
と
し
た
区
別
が
存
在
す
る
。
当
風
土
記
で
、
出
雲
は
越
よ
り
も
明
ら
か
に
高
位
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
。
二　
嶋
根
郡
美
保
郷
に
お
け
る
出
雲
と
越
㈡
　
　
│
│
「
令
レ
産
」
と
い
う
表
現
│
│
　
美
保
郷
条
で
は
、
も
う
一
点
、「
令p
産
」
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の
語
の
主
語
は
大
穴
持
命
で
あ
る
。「
生
」
の
字
の
主
語
を
男
性
と
す
る
系
譜
記
事
は
、『
古
事
記
』
に
も
存
在
す
る
。『
古
事
記
』
で
大
穴
牟
遅
神
と
同
神
と
さ
れ
る
大
国
主
神
を
例
に
、
分
注
を
省
略
し
て
引
用
し
て
み
る
。
大
國
主
神
、
娶y
坐w
胸
形
奧
津
宮q
神
、
多
紀
理
毘
賣
命k
生
子
、
阿
遲
鉏
高
日
子
根
神
、
次
妹
高
比
賣
命
、
亦
名
、
下
光
比
賣
命
。
此
之
阿
遲
鉏
高
日
子
根
神
者
、
今
、
謂w
迦
毛
大
御
神q
者
也
。
大
國
主
神
、
亦
娶w
神
屋
楯
比
賣
命a
生
子
、
事
代
主
神
。
亦
娶w
八
嶋
牟
遲
能
神
之
女
、
鳥
耳
神a
生
子
、
鳥
鳴
海
神
。
　
『
古
事
記
』
の
系
譜
記
事
は
、
上
記
の
通
り
「
男
娶w
女
q
生
子
」
の
形
式
を
と
る
の
が
一
般
的
だ
。
こ
れ
は
、「
生
」
の
字
義
を
抽
象
化
し
男
性
を
主
体
に
系
譜
を
紡
い
で
い
く
、
い
わ
ば
父
系
の
論
理
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
と
言
え
る９
。
　
一
方
、
美
保
郷
条
で
は
、「
所p
造w
天
下q
大
神
命
、
娶w　
…
略
…　
奴
奈
宜
波
比
売
命q
而
、
令p
産
神
、
御
穂
々
美
命
」
と
な
っ
て
い
る
。
主
語
こ
そ
男
神
た
る
大
穴
持
命
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
記
事
で
は
傍
線
部
の
よ
う
に
「
令
」
の
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、『
古
事
記
』
と
は
異
な
る
。
研
究
史
の
中
で
、
本
条
の
「
令p
産
」
は
「
ウ
ミ
マ
シ
シ
」
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
が
多
〔　　〕4
か
っ
たＡ
。
し
か
し
、
こ
の
訓
に
疑
義
を
呈
し
、「
ウ
マ
シ
メ
シ
」
と
い
う
訓
を
試
み
た
の
が
荻
原
千
鶴
で
あ
る
。
以
下
、
荻
原
説
を
確
認
し
よ
う
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
女
神
が
出
産
に
臨
む
場
面
が
散
見
さ
れ
る
。
○
加
賀
神
埼
。
即
有p
窟
。
高
一
十
丈
許
、
周
五
百
二
歩
許
。
東
西
北
通
。
〔
所p
謂
佐
太
大
神
之
所w
産
生q
処
也
。
所w
産
生q
臨p
時
、
弓
箭
亡
坐
。　
…
略
…　
〕（
嶋
根
郡
）
○
神
名
樋
山
。
…
略
…　
古
老
伝
云
、「
阿
遅
枳
高
日
子
命
之
后
、
天
御
梶
日
女
命
、
来w
坐
多
宮
村a
産w
給
多
伎
都
比
古
命z 
尓
時
、
教
詔
、
『
汝
命
之
御
祖
之
向
位
欲p
生
、
此
処
宜
也
』」。
所p
謂
石
神
者
、
即
是
、
多
伎
都
比
古
命
之
御
託
。
当p
旱
乞p
雨
時
、
必
令p
零
也
。（
楯
縫
郡
）
○
熊
谷
郷
。
…
略
…　
古
老
伝
云
、「
久
志
伊
奈
大
美
等
与
麻
奴
良
比
売
命
、
任
身
及w
将p
産
時a
求p
処p
生
之
。
尓
時
、
到w
来
此
処q
詔
、『
甚
久
々
麻
々
志
枳
谷
在
』」。
故
云w
熊
谷q
也
。（
飯
石
郡
）
　
出
産
に
ま
つ
わ
る
話
を
検
討
し
た
荻
原
は
、
当
風
土
記
の
「
産
」
の
字
は
、
子
を
出
産
す
る
行
為
そ
の
も
の
を
指
す
と
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
荻
原
は
、
美
保
郷
の
「
令p
産
」
は
、「
産
」
の
字
を
父
系
の
論
理
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
述
べ
、「
ウ
マ
シ
メ
シ
」
と
い
う
使
役
形
の
訓
を
提
示
し
た
の
で
あ
るＢ
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
の
「
令
」
の
字
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
美
保
郷
条
を
除
く
）。
○
佐
香
河
内
、
百
八
十
神
等
集
坐
、
御
厨
立
給
而
、
令p
醸p
酒
給
之
。（
楯
縫
郡
佐
香
郷
）
○
所p
謂
石
神
者
、
即
是
、
多
伎
都
比
古
命
之
御
託
。
当p
旱
乞p
雨
時
、
必
令p
零
也
。（
楯
縫
郡
神
名
樋
山
）
○
所p
造w
天
下q
大
神
、
大
穴
持
命
、
将w
娶
給q
為
而
、
令p
造p
屋
給
。（
神
門
郡
八
野
郷
）
○
所p
造w
天
下q
大
神
令p
殖p
笶
給
処
。（
大
原
郡
屋
裏
郷
）
○
神
佐
乃
乎
命
、
御
室
令p
造
給
。（
大
原
郡
御
室
山
）
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
補
助
動
詞
「
給
」
も
し
く
は
「
坐
」
に
よ
り
尊
敬
の
意
を
表
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
④
美
保
郷
条
や
楯
縫
郡
神
名
樋
山
条
に
補
助
動
詞
が
な
い
の
は
不
審
だ
が
、
当
風
土
記
の
「
令
」
の
字
か
ら
は
、
敬
意
を
探
る
よ
り
も
、
使
役
の
意
を
見
て
取
っ
た
方
が
妥
当
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
美
保
郷
条
の
「
令
」
に
関
す
る
用
字
意
識
は
、
荻
原
説
を
支
持
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
荻
原
以
後
の
注
釈
書
も
、
こ
の
字
を
使
役
の
形
に
訓
読
し
て
い
るＣ
。
　
さ
て
、
美
保
郷
条
の
「
令
」
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
の
構
文
が
大
穴
持
命
を
主
語
に
し
た
も
の
で
あ
る
点
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
出
雲
国
造
が
奉
祭
し
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
神
話
群
の
主
神
と
し
て
君
臨
す
る
、
他
な
ら
ぬ
大
穴
持
命
だ
か
ら
こ
そ
、
使
役
形
が
と
ら
れ
た
の
だ
。
　
も
っ
と
も
、
当
該
条
で
は
大
穴
持
命
に
目
を
向
け
る
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
本
条
を
除
く
と
、
大
穴
持
命
で
あ
っ
て
も
「
令
」
の
字
で
系
譜
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
至
り
、
奴
奈
宜
波
比
売
命
の
出
自
が
越
と
さ
れ
る
点
も
思
い
合
わ
す
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
論
じ
た
点
も
考
慮
に
入
れ
て
本
節
を
ま
と
め
る
と
、
越
に
対
す
る
出
雲
の
優
位
性
も
、
当
該
条
を
し
て
大
穴
持
命
を
上
位
に
据
え
る
使
役
形
を
と
ら
せ
た
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
美
保
郷
条
の
「
令p
産
」
に
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
け
る
大
穴
持
命
と
出
雲
の
位
置
付
け
の
双
方
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
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三　
神
門
郡
に
お
け
る
出
雲
と
越
　
次
に
、
越
に
関
す
る
神
門
郡
の
例
⑤
⑥
を
検
討
し
た
い
。
⑤
古
志
郷
。
即
属w
郡
家a
伊
弉
弥
命
之
時
、
以w
日
渕
川a
築w
造
池q
之
。
尓
時
、
古
志
国
人
等
、
到
来
而
為p
堤
、
即
宿
居
之
所
。
故
云w
古
志q
也
。
⑥
狭
結
駅
。
郡
家
同
処
。
古
志
国
佐
与
布
云
人
、
来
居
之
。
故
云w
最
邑z
〔
神
亀
三
年
、改w
字
狭
結q
也
。其
所w
以
来
居q
者
、説
如w
古
志
郷q
也
。〕
　
両
例
は
、
先
の
④
嶋
根
郡
美
保
郷
と
と
も
に
、
風
土
記
時
代
以
前
か
ら
の
出
雲
と
古
志
と
の
交
流
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
門
脇
禎
二
は
、
両
者
の
交
流
が
首
長
層
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、「
一
般
の
人
民
た
ち
の
往
来
も
示
唆
し
て
い
る
」
と
説
くＤ
。
紙
幅
の
都
合
で
詳
細
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
考
古
学
・
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
は
、
古
代
社
会
に
お
け
る
出
雲
と
越
と
の
交
流
を
思
わ
せ
る
証
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
交
流
は
、
風
土
記
時
代
の
人
間
に
と
っ
て
も
実
態
を
伴
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
当
風
土
記
に
も
越
に
関
す
る
①
か
ら
⑥
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
小
稿
は
出
雲
と
越
と
の
交
流
を
め
ぐ
る
歴
史
的
実
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
。
⑤
⑥
に
関
し
て
も
、
越
と
い
う
外
部
の
存
在
を
通
し
、
出
雲
が
風
土
記
内
部
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
立
場
か
ら
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
新
た
な
居
住
地
に
故
地
に
ち
な
ん
だ
名
称
を
付
け
る
の
は
、
十
分
あ
り
う
る
話
だ
ろ
う
。
⑤
の
古
志
な
る
地
名
の
実
態
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
風
土
記
で
は
、
越
の
人
間
が
こ
の
地
名
を
付
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
書
き
ぶ
り
は
、
越
の
人
が
住
み
着
い
た
か
ら
古
志
と
名
付
け
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
出
雲
側
の
視
点
に
よ
る
説
明
だ
と
認
識
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
が
、
こ
の
記
事
で
は
堤
を
作
る
こ
と
自
体
が
出
発
点
だ
っ
た
と
さ
れ
る
点
だ
。
越
の
人
々
が
移
住
し
た
後
に
、
自
ら
の
生
活
の
便
宜
を
図
っ
て
堤
を
作
っ
た
と
あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
出
雲
の
地
の
整
備
が
目
的
で
あ
り
、
越
か
ら
の
移
住
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
⑤
を
も
っ
て
古
志
人
の
出
雲
に
対
す
る
労
役
と
み
な
す
説
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
見
ら
れ
るＥ
。
　
こ
の
よ
う
に
⑤
を
出
雲
側
の
視
点
の
下
に
書
か
れ
た
記
事
だ
と
理
解
し
、
そ
の
上
で
越
か
ら
出
雲
へ
の
移
住
の
意
味
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
記
事
の
背
後
に
存
在
す
る
思
想
の
根
幹
は
、
越
の
人
の
出
雲
へ
の
奉
仕
を
語
る
点
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
伊
弉
弥
命
が
い
か
な
る
存
在
な
の
か
、
ま
た
こ
の
命
の
時
と
は
具
体
的
に
ど
の
時
点
を
指
す
の
か
に
疑
問
は
残
る
がＦ
、
出
雲
と
越
と
の
上
下
関
係
は
動
く
ま
い
。
⑥
の
佐
与
布
は
、
諸
注
釈
書
が
説
く
よ
う
に
、
こ
の
越
の
集
団
の
統
率
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
な
お
、
⑥
狭
結
駅
条
に
関
し
て
は
、
別
の
視
点
か
ら
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
当
該
条
で
は
、
佐
与
布
な
る
人
物
が
「
佐
与
布
云
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
云
人
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
り
、
当
風
土
記
で
人
物
名
が
挙
げ
ら
れ
る
他
例
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
○
志
貴
嶋
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
倉
舎
人
君
等
之
祖
、
日
置
臣
志
、
大
舎
人
供
奉
之
。（
意
宇
郡
舎
人
郷
）
○
神
門
臣
伊
加
曽
然
之
時
、
神
門
貢
之
。
故
云w
神
門z
（
神
門
郡
総
記
）
　
日
置
臣
志
・
神
門
臣
伊
加
曽
然
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
中
の
孤
例
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で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
文
献
で
も
名
前
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
限
り
で
は
、
両
名
と
も
に
決
し
て
有
名
な
人
物
だ
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
二
人
に
関
し
、
前
者
の
志
に
対
し
て
は
「
倉
舎
人
君
等
之
祖
」
と
説
明
を
す
る
。
一
方
、
後
者
の
伊
加
曽
然
は
ど
う
か
。
神
門
臣
は
神
門
郡
の
大
領
を
務
め
、
さ
ら
に
同
郡
に
ほ
ど
近
い
出
雲
郡
健
部
郷
に
も
神
門
臣
の
名
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
同
氏
は
神
門
郡
を
中
心
に
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
た
有
力
氏
族
な
の
だ
と
推
測
は
さ
れ
る
も
の
の
、
伊
加
曽
然
に
関
す
る
説
明
は
一
切
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
用
記
事
で
は
、
こ
の
人
物
の
詳
細
が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
な
態
度
が
と
ら
れ
、
時
代
の
指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
　
も
っ
と
も
、
神
門
郡
の
人
物
説
明
の
仕
方
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
当
風
土
記
に
特
有
な
新
造
院
を
め
ぐ
り
、
神
門
郡
を
除
く
郡
で
は
、「
大
領
出
雲
臣
大
田
之
所p
造
也
」（
楯
縫
郡
）、「
前
少
領
額
田
部
臣
押
嶋
之
所p
造
也
。〔
今
少
領
伊
去
美
之
従
父
兄
也
。〕」（
大
原
郡
）
の
よ
う
に
、
風
土
記
時
代
の
人
間
を
基
点
に
建
立
者
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
神
門
郡
で
は
、
「
神
門
臣
等
之
所p
造
也
」、「
刑
部
臣
等
之
所p
造
也
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
神
門
郡
の
人
物
説
明
の
態
度
が
他
郡
と
異
な
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
郡
総
記
で
「
伊
加
曽
然
之
時
」
と
紹
介
さ
れ
る
の
と
同
じ
神
門
郡
に
あ
っ
て
、
⑥
狭
結
駅
条
で
は
「
佐
与
布
云
人
」
と
記
さ
れ
、
決
し
て
断
定
的
だ
と
は
言
え
な
い
書
き
方
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
出
雲
国
内
の
人
物
と
の
差
異
化
が
図
ら
れ
た
結
果
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
佐
与
布
な
る
人
物
と
距
離
が
と
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
⑤
古
志
郷
条
の
時
代
指
標
が
「
古
志
国
佐
与
布
之
時
」
と
提
示
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
だ
。
「
佐
与
布
云
人
」
の
部
分
に
も
、
出
雲
と
越
と
を
厳
然
と
区
別
す
る
当
風
土
記
の
明
確
な
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
四　
国
引
き
神
話
（
意
宇
郡
総
記
）
に
お
け
る
出
雲
と
越
　
さ
て
、
こ
こ
で
検
討
を
後
回
し
に
し
た
意
宇
郡
の
検
討
に
入
り
た
い
。
ま
ず
は
①
意
宇
郡
の
総
記
に
あ
た
る
郡
名
起
源
譚
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
す
る
。
①
所e
以
号w
意
宇q
者
、
国
引
坐
八
束
水
臣
津
野
命
、
詔
、「
八
雲
立
出
雲
国
者
、
狭
布
之
稚
国
在
哉
。
初
国
小
所p
作
。
故
、
将w
作
縫q
」
詔
而
、
「
栲
衾
志
羅
紀
乃
三
埼
矣
、
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
詔
而
、
童
女
胸
鉏
所p
取
而
、
大
魚
之
支
太
衝
別
而
、
波
多
々
支
穂
振
別
而
、
三
身
之
綱
打
挂
而
、
霜
黒
葛
闇
々
耶
々
尓
、
河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
尓
、
国
々
来
々
引
来
縫
国
者
、
自w
去
豆
乃
折
絶q
而
、
八
穂
尓
支
豆
支
乃
御
埼
。
以p
此
而
、
堅
立
加
志
者
、
石
見
国
与w
出
雲
国q
之
堺
有
、
名
佐
比
売
山
、
是
也
。
亦
持
引
綱
者
、
薗
之
長
浜
、
是
也
。
亦
、「
北
門
佐
伎
之
国
矣
、
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
詔
而
、
童
女
胸
鉏
所p
取
而
、
大
魚
之
支
太
衝
別
而
、
波
多
々
支
穂
振
別
而
、
三
身
之
綱
打
挂
而
、
霜
黒
葛
闇
々
耶
々
尓
、
河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
尓
、
国
々
来
々
引
来
縫
国
者
、
自w
多
久
乃
折
絶q
而
、
狭
田
之
国
、
是
也
。
亦
、「
北
門
良
波
乃
国
矣
、
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
詔
而
、
童
女
胸
鉏
所
p
取
而
、
大
魚
之
支
太
衝
別
而
、
波
多
々
支
穂
振
別
而
、
三
身
之
綱
打
挂
而
、霜
黒
葛
闇
々
耶
々
尓
、河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
尓
、国
々
来
々
引
来
縫
国
者
、
自w
宇
波
折
絶q
而
、
闇
見
国
、
是
也
。
亦
、「
㋑
高
志
之
都
都
乃
三
埼
矣
、
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
詔
而
、
㋺
童
女
胸
〔　　〕7
鉏
所p
取
而
、
大
魚
之
支
太
衝
別
而
、
波
多
々
支
穂
振
別
而
、
三
身
之
綱
打
挂
而
、霜
黒
葛
闇
々
耶
々
尓
、河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
尓
、国
々
来
々
引
来
縫
国
者
、
三
穂
之
埼
。
持
引
綱
夜
見
嶋
。
固
堅
立
加
志
者
、
有w
伯
耆
国q
火
神
岳
、
是
也
。「
今
者
、
国
者
引
訖
」
詔
而
、
意
宇
社
尓
、
御
杖
衝
立
而
、「
意
恵
」
登
詔
。
故
云w
意
宇z
　
い
わ
ゆ
る
国
引
き
神
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
よ
れ
ば
、
国
土
が
作
ら
れ
た
当
初
、
出
雲
国
は
小
さ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
八
束
水
臣
津
野
命
が
外
部
か
ら
土
地
を
持
っ
て
き
て
、
新
た
に
国
土
が
西
か
ら
東
へ
と
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
島
根
半
島
に
あ
た
る
地
で
あ
る
。
越
は
半
島
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
の
最
後
の
場
面
に
出
て
く
る
。
こ
れ
が
当
風
土
記
に
お
け
る
越
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
言
及
箇
所
で
あ
る
。
　
越
か
ら
の
国
引
き
に
あ
た
り
、
八
束
水
臣
津
野
命
は
「
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
と
述
べ
る
。
こ
の
発
話
文
を
指
し
、「
あ
え
て
他
を
侵
し
奪
う
な
ど
と
い
う
こ
と
な
く
、
彼
の
余
れ
る
を
も
っ
て
我
の
足
ら
ざ
る
を
補
お
う
と
す
る
古
人
の
穏
健
な
心
情
を
窺
う
こ
と
が
で
き
」
る
と
い
う
見
方
も
あ
るＧ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
八
束
水
臣
津
野
命
の
発
言
は
、
一
方
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
国
に
余
剰
地
が
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
を
自
国
の
一
部
に
す
る
行
為
は
、
極
め
て
独
善
的
で
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
物
言
い
だ
と
評
す
る
余
地
も
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
も
っ
と
も
、
こ
の
神
の
こ
と
ば
の
み
で
白
黒
つ
け
よ
う
と
し
て
は
、
水
掛
け
論
に
陥
る
虞
が
あ
る
。
そ
こ
で
越
に
関
す
る
他
の
箇
所
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ
が
、
④
嶋
根
郡
美
保
郷
や
⑤
⑥
神
門
郡
の
二
例
で
の
越
の
位
置
付
け
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
①
も
出
雲
の
優
位
性
を
示
す
思
想
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
当
風
土
記
は
、
越
に
初
め
て
触
れ
る
際
に
、
出
雲
中
心
主
義
と
で
も
言
え
る
意
識
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
国
引
き
神
話
で
は
同
じ
詞
章
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
同
一
構
造
を
と
る
文
の
反
復
は
口
承
文
芸
の
特
徴
と
さ
れ
、
国
引
き
神
話
も
こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
言
及
さ
れ
る
場
合
が
多
いＨ
。
も
ち
ろ
ん
、
書
承
前
の
段
階
で
の
こ
の
神
話
の
伝
え
ら
れ
方
を
探
る
遡
及
的
な
考
察
も
行
わ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
視
座
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
出
雲
中
心
主
義
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
神
話
の
構
成
に
も
従
来
と
は
異
な
る
評
価
が
下
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
国
引
き
神
話
で
は
、
越
ば
か
り
で
な
く
、
志
羅
紀
・
北
門
佐
伎
之
国
・
北
門
良
波
乃
国
の
一
部
を
も
切
り
取
っ
て
き
た
と
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
引
き
の
詞
章
が
都
合
四
回
繰
り
返
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
何
れ
の
場
合
も
、
ま
ず
八
束
水
臣
津
野
命
が
「
○
○
矣
、
国
之
余
有
耶
見
者
、
国
之
余
有
」
と
発
言
す
る
。
そ
し
て
、
同
神
が
国
引
き
を
す
る
度
に
、
志
羅
紀
や
越
な
ど
の
出
雲
を
取
り
巻
く
外
部
世
界
へ
と
読
み
手
の
視
野
は
一
度
大
き
く
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
傍
線
㋑
）。
次
い
で
「
童
女
胸
鉏
所p
取
而
、
大
魚
之
支
太
衝
別
而
、
波
多
々
支
穂
振
別
而
、
三
身
之
綱
打
挂
而
、
霜
黒
葛
闇
々
耶
々
尓
、
河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
尓
、
国
々
来
々
引
来
縫
国
者
…
」
と
先
方
か
ら
割
か
れ
た
地
が
引
か
れ
て
く
る
様
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
広
げ
ら
れ
た
読
み
手
の
視
野
が
徐
々
に
出
雲
へ
と
絞
り
込
ま
れ
て
い
く
（
傍
線
㋺
）。
　
こ
う
し
た
動
的
な
描
写
に
よ
り
、
読
者
の
意
識
は
弥
が
上
に
も
出
雲
へ
と
収
斂
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
束
水
臣
津
野
命
が
「
今
者
、
国
者
引
訖
」
と
宣
言
し
、
こ
の
神
話
が
終
結
へ
と
向
か
う
。
繰
り
返
さ
れ
る
詞
章
に
は
、
出
雲
に
求
心
力
を
働
か
せ
る
絶
妙
な
効
果
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
国
引
き
神
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話
が
出
雲
一
国
を
俯
瞰
す
る
国
造
の
視
点
で
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘Ｉ
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
五　
意
宇
郡
の
越
　
続
い
て
、
意
宇
郡
の
②
母
理
郷
、
③
拝
志
郷
を
見
て
み
た
い
。
②
母
理
郷
。
郡
家
東
南
卅
九
里
一
百
九
十
歩
。
所p
造w
天
下q
大
神
、
大
穴
持
命
、
越
八
口
平
賜
而
、
還
坐
時
、
来w
坐
長
江
山q
而
詔
、「
我
造
坐
而
命
国
者
、
皇
御
孫
命
、
平
世
所p
知
依
奉
。
但
、
八
雲
立
出
雲
国
者
、
我
静
坐
国
、
青
垣
山
廻
賜
而
、
玉
珍
置
賜
而
守
」
詔
。
故
云w
文
理z
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
母
理z
〕
③
拝
志
郷
。
郡
家
正
西
廿
一
里
二
百
一
十
歩
。
所p
造w
天
下q
大
神
命
、
将p
平w
越
八
口q
為
而
幸
時
、
此
処
樹
林
茂
盛
。
尓
時
詔
、「
吾
御
心
之
波
夜
志
」
詔
。
故
云p
林
。〔
神
亀
三
年
、
改w
字
拝
志z
〕
　
両
例
と
も
に
、
越
は
大
穴
持
命
に
よ
る
平
定
の
対
象
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
来
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
も
は
や
贅
言
は
無
用
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
両
条
に
も
ま
た
出
雲
を
越
の
上
位
に
置
く
確
固
た
る
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
①
国
引
き
神
話
や
②
母
理
郷
条
を
含
む
巻
頭
部
に
詳
細
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
㋑
全
体
の
総
記
、
㋺
意
宇
郡
総
記
に
あ
た
る
国
引
き
神
話
（
①
）、
㋩
母
理
郷
（
②
）
の
順
に
展
開
さ
れ
、
こ
れ
ら
巻
頭
部
付
近
で
「
八
雲
立
出
雲
」
な
る
言
い
回
し
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
語
を
伴
う
㋑
か
ら
㋩
の
記
事
は
、
何
れ
も
当
国
の
説
明
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
神
田
典
城
は
、「
八
雲
立
出
雲
」
の
連
続
は
意
識
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
共
有
す
る
「
冒
頭
部
は
、
三
条
を
ま
と
め
て
出
雲
の
国
が
如
何
な
る
国
で
あ
る
か
を
表
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
るＪ
。
　
㋑
か
ら
㋩
の
三
条
を
見
て
み
る
と
、
中
央
の
神
話
に
は
見
ら
れ
な
い
要
素
が
含
ま
れ
る
。
㋑
は
八
束
水
臣
津
野
命
に
よ
る
「
八
雲
立
出
雲
」
の
命
名
に
触
れ
た
も
の
だ
が
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
で
の
こ
の
語
の
初
出
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
歌
の
中
で
あ
る
。
ま
た
、
㋺
国
引
き
神
話
も
両
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
いＫ
。
㋩
母
理
郷
で
も
、
出
雲
一
国
の
み
は
大
穴
持
命
が
鎮
座
す
る
国
だ
と
さ
れ
、
天
皇
の
支
配
も
大
穴
持
命
の
保
証
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
筋
書
き
に
な
っ
て
い
るＬ
。『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
で
は
、
出
雲
と
い
う
例
外
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
主
権
が
皇
祖
神
側
へ
移
る
。
し
か
も
そ
れ
は
皇
祖
神
側
か
ら
の
働
き
か
け
の
結
果
で
あ
る
。
小
論
の
本
筋
か
ら
は
や
や
横
道
に
そ
れ
る
評
言
に
な
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
「
国
譲
り
神
話
」
な
る
術
語
は
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
用
い
る
よ
り
も
、
大
穴
持
命
の
持
つ
主
権
が
自
主
的
に
天
皇
側
へ
と
委
譲
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
㋑
か
ら
㋩
の
記
事
に
は
、
中
央
の
神
話
体
系
と
の
ず
れ
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
こ
に
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
編
纂
の
最
終
責
任
者
た
る
国
造
出
雲
臣
広
嶋
の
思
想
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
当
風
土
記
が
中
央
の
神
話
の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
次
節
で
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
異
伝
と
い
う
形
で
自
ら
の
世
界
観
を
効
果
的
に
打
ち
出
す
に
あ
た
り
、
巻
頭
と
い
う
場
は
極
め
て
適
切
な
所
だ
ろ
う
。
冒
頭
部
で
の
連
続
に
意
味
を
見
出
す
神
田
の
見
解
は
首
肯
さ
れ
る
べ
き
だＭ
。
　
読
者
の
目
を
引
く
べ
く
、
巻
首
で
三
度
ま
で
「
八
雲
立
出
雲
」
と
強
調
し
、
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集
中
し
て
出
雲
国
の
説
明
を
試
み
る
と
い
う
視
点
は
、
小
稿
で
扱
っ
て
き
た
越
に
対
し
て
も
応
用
で
き
そ
う
だ
。『
出
雲
国
風
土
記
』
で
初
め
て
越
が
言
及
さ
れ
る
の
は
①
国
引
き
神
話
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
で
は
彼
の
地
が
出
雲
国
の
た
め
に
割
か
れ
る
地
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
①
に
連
続
す
る
②
母
理
郷
条
で
も
、
越
が
大
穴
持
命
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
意
宇
郡
全
十
一
郷
の
内
の
十
番
目
に
記
さ
れ
る
郷
で
あ
る
も
の
の
、
③
拝
志
郷
条
で
は
大
穴
持
命
の
心
象
が
「
吾
御
心
之
波
夜
志
」
と
語
ら
れ
て
お
り
、
読
み
手
は
越
の
平
定
が
予
祝
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
認
識
を
植
え
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
国
引
き
神
話
で
確
認
さ
れ
た
出
雲
・
越
両
者
の
関
係
性
を
間
髪
入
れ
ず
そ
の
ま
ま
持
ち
込
み
、
大
穴
持
命
の
越
平
定
へ
と
な
だ
れ
込
み
な
が
ら
語
っ
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
巻
頭
近
く
で
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
し
て
越
へ
の
言
及
を
繰
り
返
す
当
風
土
記
の
構
成
は
、
出
雲
・
越
に
対
す
る
認
識
の
周
知
徹
底
に
あ
た
り
、
無
視
し
え
な
い
働
き
を
し
て
い
る
。
六　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
天
下
」
　
と
こ
ろ
で
、
②
母
理
郷
や
③
拝
志
郷
は
、
出
雲
と
越
と
の
関
係
の
み
に
止
ま
ら
な
い
問
題
も
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
両
条
が
と
も
に
「
天
下
」
な
る
語
と
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
だ
。
特
に
、
②
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
あ
っ
て
、大
穴
持
命
、「
天
下
」
と
も
に
初
出
例
に
あ
た
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
に
は
「
我
造
坐
而
命
国
」
と
も
あ
る
。「
命
」
の
字
義
か
ら
し
て
、
こ
の
国
は
大
穴
持
命
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
穴
持
命
は
「
天
下
」
を
造
っ
た
だ
け
で
な
く
、
統
治
に
も
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
神
は
「
天
下
」
を
巡
行
す
る
存
在
で
も
あ
る
。
多
祢
郷
。
属w
郡
家x
所p
造w
天
下q
大
神
、
大
穴
持
命
与w
久
奈
比
古
命a
巡w
行
天
下q
時
、
稲
種
墮w
此
処z
故
云p
種
〔
神
亀
三
年
、
改w
字
多
祢z
〕（
飯
石
郡
）
　
本
来
、「
天
下
」
と
は
皇
帝
の
統
治
す
る
領
域
を
指
す
語
で
あ
る
。
日
本
上
代
の
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
語
は
天
皇
の
支
配
領
域
に
関
わ
る
用
い
方
を
さ
れ
て
お
りＮ
、
天
皇
は
都
を
中
心
地
と
し
て
地
方
ま
で
を
治
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
雲
と
い
う
令
制
下
の
地
方
の
一
国
の
地
誌
に
す
ぎ
な
い
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
出
雲
国
造
が
奉
祭
す
る
大
穴
持
命
に
「
天
下
」
を
冠
し
て
い
る
。
こ
の
「
天
下
」
の
用
法
の
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
右
の
点
に
関
し
て
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
編
纂
に
あ
た
り
中
央
の
神
話
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
だ
。
神
代
紀
第
八
段
一
書
第
六
に
は
「
國
作
大
己
貴
命
」
と
あ
り
、次
い
で
「
大
己
貴
命
、與w
少
彦
名
命a
勠p
力
一p
心
、
經w
營
天
下q
」
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
少
彦
名
命
が
去
っ
た
後
の
大
己
貴
命
は
、「
其
可e
與p
吾
共
理w
天
下q
者
、
蓋
有
之
乎
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
己
貴
命
の
作
っ
た
「
国
」
が
「
天
下
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
代
紀
第
九
段
の
い
わ
ゆ
る
国
譲
り
神
話
で
は
、
大
己
貴
命
が
葦
原
中
国
を
代
表
す
る
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
目
を
『
古
事
記
』
に
転
じ
れ
ば
、「
天
下
」
の
語
こ
そ
見
え
な
い
も
の
の
、
大
穴
牟
遅
神
は
「
偉
大
な
、
国
土
の
主
人Ｏ
」
た
る
大
国
主
神
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
高
天
原
か
ら
派
遣
さ
れ
た
建
御
雷
神
の
発
言
の
中
に
は
、「
汝
（
大
国
主
神
│
│
稿
者
注
）
之
宇
志
波
祁
流
葦
原
中
國
」
と
も
あ
る
。
動
詞
「
う
し
は
く
」
の
意
味
は
、「
わ
が
も
の
と
し
て
領
有
す
る
。
支
配
す
る
」
こ
と
で
あ
るＰ
。
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こ
の
よ
う
に
中
央
の
神
話
に
は
、
大
穴
持
命
が
国
作
り
に
関
与
し
、
さ
ら
に
皇
祖
神
に
先
立
ち
国
土
を
実
効
支
配
し
て
い
た
と
い
う
前
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
穴
持
命
か
ら
皇
祖
神
側
へ
と
主
権
が
委
譲
さ
れ
た
地
こ
そ
が
、
天
皇
の
支
配
す
る
「
天
下
」
と
呼
ば
れ
る
領
域
の
基
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
故
に
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
あ
っ
て
も
、
大
穴
持
命
を
し
て
所p
造w
天
下q
大
神
と
称
す
る
の
が
許
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
研
究
史
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
当
風
土
記
の
「
天
下
」
は
、
中
央
の
神
話
の
大
穴
持
命
像
を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
るＱ
。
神
話
の
時
代
、
大
穴
持
命
は
「
天
下
」
に
君
臨
し
て
い
た
│
│
②
母
理
郷
条
の
「
我
造
坐
而
命
国
」
と
い
う
発
言
や
、
③
拝
志
郷
条
で
こ
の
神
の
行
為
が
「
幸
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
と
照
応
し
て
い
る
。
　
も
っ
と
も
、如
上
の
見
解
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
大
穴
持
命
と
「
天
下
」
と
が
結
び
付
け
ら
れ
る
背
景
を
指
摘
し
た
、
い
わ
ば
外
部
要
因
で
あ
る
。
こ
の
外
部
要
因
と
、
当
風
土
記
で
「
天
下
」
な
る
語
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
無
条
件
に
等
号
で
結
ば
れ
る
性
質
の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
従
来
の
研
究
成
果
を
認
め
つ
つ
、
次
の
段
階
と
し
て
は
、
当
風
土
記
の
神
話
世
界
が
「
天
下
」
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
七　
出
雲
と
越
と
に
よ
る
「
天
下
」
観
　
そ
の
際
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
越
の
存
在
で
あ
る
。
②
母
理
郷
、
③
拝
志
郷
で
は
、
平
定
と
い
う
形
で
大
穴
持
命
が
出
雲
か
ら
外
部
へ
と
足
を
運
ぶ
。
こ
の
点
に
、「
天
下
」
が
持
つ
空
間
的
な
広
が
り
と
の
響
き
合
い
を
読
み
解
く
べ
き
だ
ろ
うＲ
。
出
雲
の
み
で
は
、「
天
下
」
の
語
が
持
つ
重
み
と
の
間
に
釣
り
合
い
が
と
れ
な
い
。『
出
雲
国
風
土
記
』
が
越
な
る
外
部
を
と
り
こ
み
つ
つ
成
り
立
つ
世
界
を
「
天
下
」
と
し
て
い
る
構
図
は
、
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
た
だ
し
、
大
穴
持
命
が
越
へ
赴
く
こ
と
は
、「
天
下
」
の
範
囲
が
出
雲
の
外
ま
で
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
空
間
の
次
元
に
止
ま
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
出
雲
・
越
の
両
者
を
観
念
的
な
上
下
関
係
で
描
き
切
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
、
枢
軸
と
な
る
出
雲
と
そ
れ
に
従
属
し
奉
仕
す
る
越
と
い
う
世
界
像
を
自
ず
と
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
当
風
土
記
は
、
出
雲
国
内
の
地
の
説
明
に
あ
た
り
越
に
ま
で
触
れ
、
出
雲
と
越
と
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
地
理
的
空
間
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
な
意
図
を
伴
っ
た
世
界
の
広
が
り
を
演
出
す
る
。
こ
こ
に
、
出
雲
を
畿
内
と
し
、
越
と
い
う
地
域
を
抱
え
従
え
て
い
る
と
い
う
、
神
代
に
お
け
る
「
天
下
」
の
概
念
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
図
式
の
明
示
に
よ
り
、
は
じ
め
て
「
天
下
」
の
語
の
使
用
も
当
風
土
記
の
内
部
で
生
き
て
く
る
。
　
出
雲
を
中
核
に
据
え
る
、
越
の
存
在
を
通
し
た
神
代
の
「
天
下
」
の
実
態
の
提
示
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
当
風
土
記
は
独
自
の
「
天
下
」
を
創
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
出
雲
中
心
主
義
に
則
っ
た
「
天
下
」
観
も
、
出
雲
国
造
が
何
ら
の
根
拠
も
伴
わ
ず
一
方
的
に
案
出
し
た
も
の
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
央
の
神
話
体
系
で
は
、
大
穴
持
命
が
国
土
の
経
営
に
携
わ
り
、
こ
の
神
か
ら
皇
祖
神
に
譲
渡
さ
れ
た
世
界
が
天
皇
の
統
治
す
る
「
天
下
」
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
歴
史
が
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、『
古
事
記
』
に
は
、
大
穴
牟
遅
命
の
亦
名
と
し
て
の
八
千
矛
神
の
名
の
下
に
、
越
の
沼
河
比
売
と
結
婚
す
る
話
が
記
さ
れ
る
。
八
千
矛
神
と
大
穴
牟
遅
命
は
、
も
と
も
と
は
別
神
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だ
と
考
え
る
の
が
一
般
的
だ
。
そ
の
た
め
、
大
穴
持
命
の
名
で
奴
奈
宜
波
比
売
命
と
の
婚
姻
が
語
ら
れ
る
当
風
土
記
の
④
嶋
根
郡
美
保
郷
条
は
、
八
千
矛
神
と
大
穴
牟
遅
命
と
が
結
び
付
け
ら
れ
る
中
央
の
神
話
体
系
の
存
在
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
るＳ
。さ
ら
に
、『
古
事
記
』
の
沼
河
比
売
と
の
婚
姻
物
語
で
は
、
八
千
矛
神
の
赴
く
先
が
「
登遠〃
冨々
〃
斯し
故越志
能の
久国迩
」
と
歌
わ
れ
、
そ
こ
は
「
夜八
斯島麻
久国尓
」
の
域
外
に
あ
る
辺
境
の
地
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
、
当
風
土
記
で
越
が
下
位
に
置
か
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
下
地
を
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
編
者
で
あ
る
国
造
出
雲
臣
広
嶋
は
、
中
央
の
神
話
に
目
配
り
を
し
つ
つ
越
と
い
う
外
部
世
界
を
か
ら
め
と
る
こ
と
で
、
出
雲
を
中
軸
と
す
る
世
界
像
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
出
雲
の
優
越
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
出
雲
国
造
自
身
の
一
頭
地
を
抜
い
た
立
場
の
主
張
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
小
稿
の
肝
に
な
る
事
柄
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
見
取
図
に
即
し
て
、
今
一
度
当
風
土
記
の
越
に
関
す
る
①
か
ら
⑥
の
記
事
を
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
。
　
ま
ず
、
①
国
引
き
神
話
に
よ
り
、
出
雲
の
特
別
性
が
従
属
す
る
越
の
存
在
と
と
も
に
記
さ
れ
、
両
者
の
位
置
付
け
が
明
示
さ
れ
る
。
次
い
で
、
②
意
宇
郡
母
理
郷
条
、
③
同
郡
拝
志
郷
条
に
よ
り
、「
平
」
と
い
う
形
で
出
雲
と
越
と
の
関
係
を
再
度
確
認
す
る
。
①
か
ら
③
を
通
し
、
出
雲
を
絶
対
視
す
る
神
代
に
お
け
る
「
天
下
」
の
様
が
強
烈
に
打
ち
出
さ
れ
る
。
　
④
か
ら
⑥
は
、
こ
の
世
界
観
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
は
天
皇
と
地
方
の
有
力
者
の
女
性
と
が
結
ば
れ
る
話
が
散
見
さ
れ
る
が
、
先
述
の
通
り
中
央
の
神
話
を
意
識
し
て
作
り
出
さ
れ
た
と
思
し
き
④
か
ら
は
、
支
配
者
・
被
支
配
者
間
の
婚
姻
譚
と
の
対
応
関
係
も
想
起
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
王
者
と
地
方
女
性
と
の
関
係
と
い
え
ば
、
采
女
の
存
在
も
思
い
合
わ
さ
れ
よ
う
。「
後
宮
職
員
令
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
凡
諸
氏
。
々
別
貢p
女
。
皆
限w
年
卅
年
以
下
十
三
以
上z
雖p
非w
氏
名z
欲w
自
進
仕q
者
聴
。
其
貢w
采
女q
者
。
郡
少
領
以
上
姉
妹
及
女
。
形
容
端
正
者
。
皆
申w
中
務
省q
奏
聞Ｔ
。
　
奴
奈
宜
波
比
売
命
に
関
連
し
、『
和
名
抄
』
の
越
後
国
頸
城
郡
沼
川
郷
、
『
延
喜
式
』
巻
十
神
名
下
の
越
後
国
頸
城
郡
奴
奈
川
神
社
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
大
穴
持
命
と
奴
奈
宜
波
比
売
命
と
の
婚
姻
に
は
、
天
皇
と
采
女
と
の
関
係
に
準
じ
た
意
識
も
働
い
て
い
た
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
、
⑤
神
門
郡
古
志
郷
条
、
⑥
同
郡
狭
結
駅
条
に
よ
り
、
出
雲
に
対
す
る
越
の
奉
仕
が
語
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
言
え
ば
⑤
⑥
は
古
志
人
の
行
為
で
あ
る
。
人
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
既
に
大
穴
持
命
の
国
譲
り
が
実
施
さ
れ
た
後
で
、「
天
下
」
の
中
心
は
出
雲
で
は
な
い
は
ず
だ
。
た
だ
し
、
⑤
に
は
「
伊
弉
弥
命
之
時
」
と
あ
る
。
第
三
節
で
触
れ
た
通
り
、
伊
弉
弥
命
が
い
か
な
る
存
在
な
の
か
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
の
、「
命
」
と
あ
る
以
上
、
神
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
で
は
、
神
と
人
と
が
共
時
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
条
を
解
釈
す
る
上
で
は
、
人
の
活
動
を
記
す
際
に
、
あ
え
て
神
を
時
代
指
標
と
し
て
持
ち
出
す
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
神
の
時
代
と
あ
る
こ
と
で
、
神
話
時
代
に
お
け
る
出
雲
を
要
と
す
る
思
想
の
表
出
も
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
　
以
上
、『
出
雲
国
風
土
記
』
が
出
雲
と
越
と
の
差
異
化
を
図
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
差
異
化
が
あ
か
ら
さ
ま
な
ま
で
の
出
雲
の
優
位
性
を
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。さ
ら
に
小
稿
で
は
、当
風
土
記
の
「
天
下
」
と
い
う
概
念
が
、
中
央
の
神
話
世
界
を
背
景
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
る
点
│
│
そ
れ
は
、
中
央
の
神
話
の
巧
み
な
享
受
だ
と
言
え
る
│
│
も
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
出
雲
が
越
を
従
え
る
と
い
う
、
当
風
土
記
に
特
有
な
神
代
の
「
天
下
」
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
当
風
土
記
の
編
者
で
あ
る
出
雲
臣
広
嶋
は
、
こ
の
よ
う
に
出
雲
世
界
の
特
別
性
を
主
張
し
、
そ
こ
に
拠
っ
て
立
つ
自
ら
の
立
場
の
強
化
・
確
認
に
努
め
た
の
だ
。
　
な
お
、
小
稿
の
論
旨
か
ら
す
る
と
、
①
国
引
き
神
話
に
お
い
て
志
羅
紀
が
出
雲
の
た
め
に
割
か
れ
る
地
と
さ
れ
て
い
る
点
も
、
当
風
土
記
の
示
す
「
天
下
」
観
の
考
察
に
一
役
買
う
と
思
わ
れ
る
。
新
羅
は
中
央
政
府
に
と
っ
て
蕃
国
と
位
置
付
け
ら
れ
る
国
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
な
お
丁
寧
に
論
じ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
出
雲
と
越
と
の
関
係
に
絞
り
込
ん
で
き
た
小
稿
の
性
格
も
あ
り
、
新
羅
の
問
題
は
指
摘
の
み
に
と
ど
め
、
後
日
の
課
題
に
し
た
い
。
注（
１
）　
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
は
、
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
『
続
日
本
紀
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）』
一
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
）
に
拠
る
。
（
２
）　
松
前
健
「
二
つ
の
出
雲
神
話
」（『
出
雲
神
話
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
七
月
）、
水
野
祐
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
神
話
の
概
要
」（『
出
雲
國
風
土
記
論
攷
』
東
京
白
川
書
院
、
一
九
八
三
年
九
月
）
な
ど
。
（
３
）　
拙
稿
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
想
定
読
者
│
│
「
所
謂
」
と
い
う
表
現
形
式
か
ら
│
│
」（『
日
本
上
代
の
神
話
伝
承
』
新
典
社
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）、
拙
稿
「『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
冒
頭
の
意
味
│
│
出
雲
国
造
の
意
図
し
た
も
の
│
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
八
│
三
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
（
４
）　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
阿
遅
枳
高
日
子
命
と
天
御
梶
日
女
命
の
間
に
産
ま
れ
る
多
伎
都
比
古
命
の
例
（
楯
縫
郡
神
奈
備
山
）
の
よ
う
に
、
両
親
の
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
系
譜
記
事
的
な
形
を
と
ら
ず
に
親
子
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
例
も
、
親
枳
佐
加
比
売
命
│
子
佐
太
大
神
（
嶋
根
郡
加
賀
神
埼
）、
親
義
祢
命
│
子
宇
能
治
比
古
命
（
大
原
郡
海
潮
郷
）
の
よ
う
に
、
複
数
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
本
節
で
言
及
す
る
系
譜
的
記
事
の
形
で
親
子
関
係
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
文
中
で
掲
げ
る
例
示
か
ら
除
外
し
た
。
（
５
）　
岡
田
精
司
「
国
生
み
神
話
に
つ
い
て
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
四
月
）。
（
６
）　
松
本
直
樹
『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）。
（
７
）　
『
出
雲
風
土
記
抄
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
御
碕
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
訓
読
が
作
っ
た
風
土
記
本
文
」（『
早
稲
田
大
学
日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
七
、
早
稲
田
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
日
本
古
典
籍
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
拙
稿
「
日
御
碕
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
か
ら
『
出
雲
風
土
記
抄
』
へ
│
│
捨
仮
名
の
本
文
化
に
見
る
写
本
系
統
の
再
検
討
│
│
」（『
上
代
文
学
』
一
一
二
、
上
代
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
四
月
）
参
照
。
（
８
）　
加
藤
義
成
『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
（
改
定
四
版
）』（
今
井
書
店
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）、
植
垣
節
也
編
『
風
土
記
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
担
当
は
植
垣
）
な
ど
。
た
だ
し
、
新
編
全
集
の
本
文
は
、「
意
支
都
久
辰
為
命
子
、
奴
奈
宜
波
比
売
命
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
９
）　
家
永
三
郎
「
史
料
價
値
」（『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
の
研
究　
増
訂
版
』
三
省
〔　　〕13
堂
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
は
、
妻
の
名
の
明
記
が
、
後
世
に
比
し
て
妻
の
立
場
の
相
対
的
な
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、「
娶
」
の
字
義
や
、
男
性
が
主
語
と
な
っ
て
い
る
文
の
構
造
か
ら
し
て
、
父
系
論
理
の
主
張
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
稿
者
が
こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
、
婚
姻
を
め
ぐ
る
歴
史
的
実
態
と
は
別
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
（
10
）　
加
藤
義
成
前
掲
書
注（
８
）・
植
垣
節
也
編
前
掲
書
注（
８
）な
ど
。
（
11
）　
荻
原
千
鶴
『
出
雲
国
風
土
記　
全
訳
注
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
六
月
）。
（
12
）　
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
『
出
雲
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
松
本
直
樹
前
掲
書
注（
６
）、
中
村
啓
信
監
修
・
訳
注
『
風
土
記
』
上
（K
A
D
O
K
A
W
A
、
二
〇
一
五
年
六
月
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
担
当
は
橋
本
雅
之
）。
（
13
）　
門
脇
禎
二
「
七
尾
」（『
日
本
海
域
の
古
代
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
九
月
）。
（
14
）　
井
上
実
「
斐
伊
川
の
濁
流
│
│
国
引
き
神
話
を
は
ぐ
く
ん
だ
も
の
│
│
」
（『
出
雲
神
話
の
原
像
』
三
省
堂
、
一
九
七
二
年
四
月
）、
水
野
祐
「
大
穴
持
命
と
そ
の
神
系
の
神
話
」（
前
掲
書
注（
２
）
な
ど
。
（
15
）　
「
伊
弉
弥
命
」
の
表
記
は
、
日
御
碕
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
や
『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
も
の
で
、
細
川
家
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
「
伊
幣
弥
命
」
と
あ
る
。
小
稿
が
拠
る
学
術
文
庫
を
は
じ
め
、
近
年
の
諸
注
釈
書
は
本
文
を
「
伊
弉
弥
命
」
と
し
、
こ
の
神
が
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
ミ
に
あ
た
る
と
説
明
す
る
場
合
が
多
い
（
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
前
掲
書
注
（
12
）は
「
伊い
幣へ
彌みの
命みこ
と」
と
す
る
）。
　
　
　
第
一
節
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
当
風
土
記
に
は
「
伊
弉
奈
枳
乃
麻
奈
子
坐
」
（
意
宇
郡
出
雲
神
戸
）、「
伊
佐
奈
枳
命
御
子
」（
嶋
根
郡
千
酌
駅
）
の
例
が
あ
り
、
イ
ザ
ナ
キ
の
名
が
二
度
に
わ
た
り
出
て
く
る
。
イ
ザ
ナ
キ
に
権
威
を
認
め
る
態
度
を
と
る
当
風
土
記
が
、
時
代
を
標
示
す
る
際
に
、
イ
ザ
ナ
キ
、
あ
る
い
は
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
両
神
併
記
の
形
に
せ
ず
、
イ
ザ
ナ
ミ
単
独
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
風
土
記
の
イ
ザ
ナ
キ
は
、
右
の
両
例
と
も
四
文
字
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
条
の
み
「
伊
弉
弥
」
の
三
文
字
で
イ
ザ
ナ
ミ
と
す
る
の
に
も
、
イ
ザ
ナ
キ
と
の
違
い
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
神
を
イ
ザ
ナ
ミ
と
す
る
加
藤
義
成
前
掲
書
注（
８
）は
、「
伊
弉
那
弥
命
」
と
「
那
」
を
補
う
が
、
諸
写
本
に
は
「
那
」
に
相
当
す
る
字
が
な
く
、
補
入
す
る
の
も
躊
躇
わ
れ
る
。
　
　
　
本
文
中
で
述
べ
る
よ
う
に
、
神
門
郡
総
記
に
は
「
神
門
臣
伊
加
曽
然
之
時
」
と
あ
り
、
上
代
文
献
中
の
孤
例
と
な
る
伊
加
曽
然
で
あ
っ
て
も
時
代
標
示
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
神
統
譜
不
明
で
あ
っ
て
も
「
伊
弉
弥
命
」
と
あ
る
こ
と
自
体
は
お
か
し
な
話
で
な
い
。
逆
に
、
こ
れ
を
イ
ザ
ナ
ミ
だ
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
不
自
然
さ
が
際
立
つ
結
果
に
も
な
る
。
　
　
　
小
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
点
の
み
を
指
摘
し
、
こ
の
神
に
つ
い
て
は
細
川
家
本
の
「
伊
幣
弥
命
」
が
正
し
い
形
で
あ
る
可
能
性
を
も
排
除
せ
ず
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
16
）　
加
藤
義
成
前
掲
書
注（
８
）。
同
趣
旨
の
評
は
、
関
和
彦
「
神
話
の
舞
台
と
神
々
」（『
古
代
出
雲
の
深
層
と
時
空
』
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
に
も
見
ら
れ
る
。
（
17
）　
武
田
祐
吉
「
國
引
の
詞
の
考
」（『
武
田
祐
吉
著
作
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
五
月
）、
永
藤
靖
「『
出
雲
国
風
土
記
』
と
空
間
意
識
│
│
国
引
き
神
話
の
意
味
す
る
も
の
│
│
」（『
文
芸
研
究
』
六
一
、
明
治
大
学
文
学
部
研
究
所
文
芸
研
究
会
、
一
九
八
九
年
三
月
）
な
ど
。
な
お
、
西
郷
信
綱
「
出
雲
国
風
土
記　
国
引
き
考
」（『
西
郷
信
綱
著
作
集
』
六
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
は
、
口
承
性
の
指
摘
に
止
ま
ら
ず
、
国
引
き
神
話
が
身
ぶ
り
を
伴
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
の
根
拠
と
し
て
詞
章
の
繰
り
返
し
を
挙
げ
て
い
る
。
（
18
）　
石
母
田
正
「
古
代
文
学
成
立
の
一
過
程
│
│
『
出
雲
国
風
土
記
』
所
収
「
国
引
き
」
の
詞
章
の
分
析
│
│
」（『
神
話
と
文
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）。
（
19
）　
神
田
典
城
「
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
神
話
│
│
正
の
要
素
と
負
の
要
素
」（『
日
本
神
話
論
考　
出
雲
神
話
篇
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
八
月
）。
（
20
）　
た
だ
し
、
大
日
本
根
子
彦
國
牽
天
皇
（
孝
元
天
皇
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
表
記
で
、『
古
事
記
』
は
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉
命
）
な
る
名
称
に
、
国
引
き
神
話
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
（
21
）　
小
村
宏
史
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
世
界
│
│
「
所p
造w
天
下q
大
神
」
と
中
〔　　〕14
央
神
話
│
│
」（『
古
代
神
話
の
研
究
』
新
典
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）。
（
22
）　
稿
者
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
は
上
下
二
巻
の
体
裁
で
成
立
し
、
下
巻
は
楯
縫
郡
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
楯
縫
郡
冒
頭
も
、
中
央
の
神
話
の
異
伝
と
い
う
方
法
を
と
り
な
が
ら
独
自
の
主
張
を
試
み
、
大
穴
持
命
を
中
心
と
す
る
出
雲
国
の
説
明
に
気
が
配
ら
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
拙
稿
前
掲
注（
３
）「『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
冒
頭
の
意
味
」
参
照
。
（
23
）　
戸
谷
高
明
「
天
の
下
」
の
意
味
」（『
古
代
文
学
の
天
と
日
│
│
そ
の
思
想
と
表
現
│
│
』
新
典
社
、
一
九
八
九
年
四
月
）。
（
24
）　
西
宮
一
民
『
古
事
記
』（
新
潮
社
、
一
九
七
九
年
六
月
）。
（
25
）　
上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
上
代
編
（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）。
（
26
）　
文
学
的
関
心
か
ら
は
、
神
野
志
隆
光
「
天
下
」
│
│
世
界
観
と
い
う
視
点
か
ら
│
│
」（『
古
事
記
の
世
界
観
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
六
月
）、
小
村
宏
史
前
掲
論
文
注（
21
）な
ど
、
歴
史
学
的
関
心
か
ら
は
、
高
嶋
弘
志
「
出
雲
国
造
の
成
立
と
展
開
」（
瀧
音
能
之
編
『
出
雲
世
界
と
古
代
の
山
陰
（
古
代
王
権
と
交
流
七
）』
名
著
出
版
、
一
九
九
五
年
二
月
）、
前
田
晴
人
「
出
雲
の
大
穴
持
命
」（『
古
代
出
雲
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
な
ど
、
立
場
を
問
わ
ず
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
　
　
　
な
お
、
門
脇
禎
二
「
出
雲
の
神
話
」（『
出
雲
の
古
代
史
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
六
年
一
二
月
）
は
、「
天
の
下
造
ら
し
し
大
神
」
と
い
う
際
の
「
天
下
」
は
、
出
雲
人
に
と
っ
て
は
、
も
と
も
と
出
雲
を
中
心
と
し
て
日
本
海
＝
北
つ
海
に
大
き
く
拡
が
っ
て
い
た
世
界
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
遠
山
一
郎
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
風
土
記
』
に
お
け
る
世
界
区
分
」（『
天
皇
神
話
の
形
成
と
万
葉
集
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
一
月
）
も
、
当
風
土
記
の
「
天
下
」
は
出
雲
に
固
有
の
概
念
で
あ
っ
た
と
説
く
。
し
か
し
、
本
文
中
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
風
土
記
の
「
天
下
」
観
を
出
雲
で
自
然
発
生
し
た
も
の
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
（
27
）　
肥
後
和
男
「
出
雲
國
風
土
記
」（『
風
土
記
抄
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
）。
（
28
）　
松
本
直
樹
「
神
話
」
作
り
の
手
法
」（『
古
事
記
神
話
論
』
新
典
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）。
（
29
）　
「
後
宮
職
員
令
」
の
引
用
は
、
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
『
律
令
（
日
本
思
想
大
系
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
一
二
月
）
に
拠
る
。
※　
小
稿
の
引
用
は
次
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
会
話
文
を
「　
」
で
示
し
、
分
注
は
〔　
〕
内
に
入
れ
た
。
ま
た
、
傍
線
は
何
れ
も
稿
者
が
付
し
た
。
・『
出
雲
国
風
土
記
』
│
│
荻
原
千
鶴
『
出
雲
国
風
土
記　
全
訳
注
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
六
月
）。
・『
日
本
書
紀
』
│
│
井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
』
上
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
三
月
。
原
文
校
訂
は
林
勉
）。
・『
古
事
記
』
│
│
小
野
田
光
雄
校
注
『
古
事
記
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）。
